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１．はじめに

　これまでの学校衛生史は、基本的には政府の制
度史としてとらえられてきた。この点、杉浦守邦
は、学校衛生のあゆみは、教育制度のあゆみとわ
けることができない、と指摘している（杉浦守邦

「日本学校保健史」『日本医史学雑誌』第21巻 第
３号、1975年）。現代でも日本の学校保健は教育
行政によって所掌されていることから、教育制度
史と不可分であるとする杉浦のとらえ方は、学校
制度のなかの学校衛生の特徴を言い当てている。
ただ、こうしたとらえ方は政府による制度化の一
方で、学校独自、学校衛生活動を看過してしまう
可能性がある。たとえば、予期できないコレラや
トラホームの伝染病の流行に対して、教師らが行
なった実際的な対処や判断はどうであったのか。
さらに、明治24年以降に布達されていく学校衛
生制度が、学校現場ではどのように実施されてい
たか。あるいは、学校医は明治31年に制度化さ
れたが、具体的な活動実態はどのようなもので
あったのか。これらはよくわかっていない。
　本稿では、こうした問題意識から．中津川興風
学校の学校日誌を資料とし、そこに記された日常
の教育活動や管理活動のなかから、学校衛生にか
かわる出来事や手がかりとなる記事をひろう。こ
れまで、学校衛生史研究において、学校日誌資料

は、短期間の記録が利用されたことはある。たと
えば、吉原瑛は、岡山県師範学校附属小学校の「学
校日誌」から大正期の保健活動の実際をさぐって
いる（吉村瑛「保健教育の歴史（その３）－大正
期の「学校日誌」より－」『学校保健研究』第13
巻 第11号、1971年）。しかし、ある一つの学校
の明治期全般におよぶ通年的な学校日誌資料群を
探し出し、学校衛生活動の実態をあきらかにしよ
うとする検討は管見の範囲では見当たらない。幸
いにも、現・岐阜県中津川市立中津川南小学校に
は、創設以来、記録されてきた『中津川興風学校
日誌』が残されている。本稿ではこの翻刻本を資
料として、学校教育活動のなかの学校衛生に相当
する活動、および学校衛生制度の実施実態がわか
る記事を抽出してみたい。

２．資料・学校日誌の性格

　本稿が資料とするのは、『中津川興風学校日誌』
の翻刻本である。この学校日誌の原本は中津川市
立南小学校に所蔵されている。これまで、仲新に
よって教育史研究の視点から基礎的な解読がなさ
れているものである（仲新『明治初期の教育政策
と地方への定着』講談社、1962年）。この日誌は
中津川市によって二種の保存事業がなされてい
る。ひとつめは「学校行事」「学校管理」「教育内
容」「学校と地域」の４項目別に日誌記事を抽出
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した『中津川市教育年表』である。1989年に第
１集が刊行され、現在も継続中である（中津川市
教育研究所『中津川市教育年表　第１集　興風義
校～興風学校（明治７～明治10年）』1989年３月
～同上『　同上　第17集（昭和16 ～ 20年）』
2007年３月）。ふたつめは、日誌の原本の内容を
そのまま保存することを目的とした翻刻であり、

『資料　興風学校日誌』である。浅野信一氏ら６
名の元教員によってすすめられている。現在、第
三集の明治38年３月まで翻刻された。本稿では、
後者の翻刻本を資料として用い、まだ翻刻がまだ
なされていない明治38年4月から明治45年７月
については、次の機会に譲りたい。
　明治期の翻刻本と『中津川市教育年表』の記載
時期を示せば、次の通りである。ただし、明治
11 年、13年および24年の学校日誌は残存してい
ない（中津川市教育文化資料委員会編『中津川市
教育年表』第２集、1992年、凡例。および、同
前『同前』第４集、1994年、凡例）。

（１）明治７年１月１日～明治15年12月23日　
中津川市教育文化資料委員会編

『資料　興風学校日誌』第一集
（中津川市教育研修所発行、2009年３月）

（２）明治16年１月15日～明治26年12月25日
同上『同上』第二集（同上、2010年３月）

（３）明治27年１月１日～明治38年3月25日
同上『同上』第三集（同上、2011年３月）

（４）明治38年3月25日以降～明治45年末
同上『中津川市教育年表』第６集（同上、1996
年３月） 

３．選択の基準

　日誌記事から学校衛生関連活動として抽出する
記事の選択の基準は、三島通良『学校衛生学』（博
文館 明治26年）の学校衛生の内容、および、現
代の学校衛生論を把握する内容である。後者につ
いては、現代のスタンダードと考えられる小倉学

『学校保健』（光生館 1987年）を選んだ。両者の
詳細を示せば、表１、表２の通りである。

表１　三島通良『学校衛生学』 博文館 明治26年

第一篇　総論
第二篇　校地
第三篇　校舎建築及び教室の構造
第四篇　採光法
第五篇　換気法
第六篇　暖室法

第七篇　 机、腰掛、姿勢、書籍及
ひ塗板

第八篇　 生徒の疾病及ひ学校醫の
監督

第九篇　體繰及ひ遊戯
第十篇　授業及ひ休業

注） 「第十篇　授業及ひ休業」では、いわゆる学校病を引きおこさない
教育課程や授業のあり方のことが論じされている。（266頁）

表２　小倉学『学校保健』 光生館 昭和62年

第１章　序説
１．学校保健とは
２．学校保健の教育における
　意義
３．公衆衛生と学校保健
４．学校保健の変遷

第２章　保健管理の領域と方法
１．保健管理の領域と側面
２．主体管理の方法
３．環境管理の方法
４．生活（行動）の管理の方法

第３章　心身の健康管理
１．児童生徒期の発育・発達
２．児童生徒期の健康問題
３．健康診断
４．健康観察
５．伝染病の予防

第４章　環境の衛生・安全の管理
１．学校環境衛生
２．学校安全

第５章　学校生活の管理
１．学校生活の保健的構成
２．学級生活の保健

第６章　学校保健の組織と運営
１．学校保健関係職員
２．学校保健組織活動

第７章　学校保健計画の立案と評価
１．学校保健活動の５段階
２．学校保健計画の根拠・内容
３．学校保健計画の実態

第８章　保健教育（保健学習）
１．保健教育の現状
２．保健学習の意義と目標
３．保健学習の内容

第９章　保健指導
１．各保健指導の位置・特質
２．学級保健指導
３．個別的保健指導
４．健康相談

４．凡例
　原則的に、翻刻本をそのまま引用する。翻刻本
は次のような凡例で表記したものである。
1.漢字・仮名づかいは原則として原本どおりとした。
2.片仮名は平仮名にした。
3.変体仮名および。「コト」「トキ」「トモ」など
の合字は通用字体で表記した。
4.欠字・読みの不明箇所は□、伏字は△で表示した。
　さらに、本稿では、翻刻本の資料に適宜、句読
点をつけた。始業（開校）・終業（閉校）がわか
る記事も抽出しゴチックで示した。〔　〕内に参
考情報として注を施しゴチックで示した。



－ 19 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 20 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 21 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 22 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 23 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 24 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 25 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 26 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 27 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 28 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 29 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 30 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 31 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 32 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 33 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 34 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 35 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 36 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 37 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011



－ 38 －

中津川興風学校の学校衛生活動年表



－ 39 －

愛知教育大学保健体育講座研究紀要　No. 36.　2011


